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令和４年度  戸祭小学校 学校評価書 
 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
＜基本目標＞   人間尊重の精神を基盤とし，自ら考え，正しく判断し，思いやりをもって実践できる，心豊かで 

たくましい戸祭の子の育成を図る。 
＜具体目標＞（目指す子ども像） 

・ 体力と気力あるたくましい子ども   ・ 進んで学び深く考える子ども 
  ・ 心豊かで礼儀正しい子ども      ・ 最後までやりぬく子ども 

＜合 言 葉＞  『けじめ がんばり 思いやり』 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

＜目指す学校像＞  

(1) 児童が自立と共生を果たし，未来をたくましく生き抜くことができるよう，教育目標達成に向けた指導を果敢に展開する。 

(2) 教職員が専門性とチーム力を磨き続けることにより，児童・保護者・地域からの信頼が得られる学校づくりを進める。 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 
(1) すべての児童が安心し活力ある学校生活が送れるよう，本校の合言葉「けじめ がんばり 思いやり」の観点から児童の

発達・成長に資する取組の充実を図る。 

○(2) 「分かった」「できた」「感動した」体験の積み重ねにより，児童の自己肯定感や豊かな心を育み，将来への展望が培われ

るよう，教育活動の質を高め，認め励ます教育を推進する。 

(3) 児童一人一人の人権の保障と，教育的ニーズを踏まえた適切な指導により，児童・保護者との信頼関係を基盤とした学校

づくりを進める。 

(4) 教職員の創意工夫ある実践を奨励するとともに，校務の重点化・焦点化を推進し，職務遂行能力の一層の向上と, 児童と

向き合う時間の充実を図る。 

４ 教育課程編成の方針 
・ 児童に「生きる力」の基盤となる知的能力を十分に身に付けさせるよう編成する。 
・ 児童一人一人が生きがいを感じ，ゆとりがある充実した学校生活の中で，「豊かな心」を育成するため，特色ある学校づく

りを推進するよう編成する。 
・ 「健康・体力」の増進により，最後までやりぬく子どもを育成するよう編成する。 
・ 「確かな学力の育成」「豊かな心の育成」「健康・体力の育成」を支える土台の「研修」「学年学級経営」を工夫・充実する

とともに，更なる推進が図れるように編成する。 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

・校内研修の充実による指導力（授業力・学級経営力等）向上と同僚性の強化 

・ＧＩＧＡスクール構想実現に向けた取組の推進 

・保護者，地域との積極的な協働による開かれた学校づくり 

・星が丘地域学校園教育ビジョンに基づく共通実践の推進 

・質の高い教育活動を持続的に行うための職務内容の改善と遂行の効率化 

【 学 習 指 導 】 

 ・「主体的・対話的で深い学び」を目指す授業の実践と改善 

・個に応じた多様な学びを支援する取組の推進（ＩＣＴの積極活用，特別支援教育の充実等） 

・高学年教科担任制の実践による教科指導の充実   ・家庭学習と読書（家読）の習慣化 

【 児 童 生 徒 指 導】 

  ・道徳科を中核とした「心の教育」の推進     ・自己有用感を育む場と認め励ます指導の充実 

 ・いじめや不登校を生まない温かい学校・学級風土の醸成 ・学級活動や児童会活動における自治的活動の推進 

【 健康（体力・保健・食・安全）】 

 ・教科体育の充実等による体力向上    ・望ましい食習慣の形成と食に対する感謝の心の育成 

・健康を自己管理する能力の育成     ・学校内外での安全意識の向上と危険回避能力の育成 

[星が丘地域学校園教育ビジョン] 
未来を見つめ，学び続ける力の育成 ～星が丘地域学校園の学校文化を築くことを通して～  
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６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方
向
性 

評 価  上段 令和３年度 
     中談 令和４年度 

  下段 令和４年度市平均 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目 
 
指 
 
す 
 
児 
 
童 
 
の 
 
姿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ａ１ 児童は，進んで

学習に取り組ん

でいる。 

 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

80％以上 

教職員肯定的回答 

 85％以上 

１「主体的・対話的で深い学び」を目指す授業 
・見通しがもてる「めあて」の提示 
・学び合いを中核とした授業展開 
・個に応じた指導の充実 
・発問や板書の工夫 
・ICT の効果的な活用 
・学びをまとめ，振り返る活動の充実 
２ 学びに向かう態度の育成 
・「よい子のきまり」に基づく学習態度の指導 
・家庭学習の習慣化を図る指導と啓発，家庭と

の連携の強化 
 

B 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

94.7 89.1  90.1 

100.0 91.5  94.5 

97.0 90.8  93.7 

・教職員・児童ともに数値指標を上回り，昨

年度の肯定的回答も上回った。 
 
【次年度の方針】 
・児童が学習の見通しをもつことができる

ような「めあて」の提示とともに，「めあて」

に即したまとめと振り返りを充実させ，各

時間での学習内容の定着や達成感を味わう

ことができるような授業展開を行う。 
・家庭学習強化週間の取組を通し，家庭学習

の方法について，具体的に示し，家庭との連

携を強める。 
 

Ａ２ 児童は，思いや

りの心をもっている。 

 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答  

90％以上 

教職員肯定的回答 

 85％以上 

１ あらゆる場面での心の教育の推進 
・本校の合言葉「けじめ がんばり 思いやり」

の周知の徹底 
・毎月の「ありがとうの日」における感謝の気

持ちを伝え合う活動の実施 
・心温まる言葉による学年だよりへの掲載 
・師弟同行を基本とする，他者の気持ちに配慮

した言葉かけの実践 
・異学年交流の場を生かした，思いやりの心の 
醸成と場に応じた言葉遣いの奨励 

２ 幼稚園保育園，聾学校との交流活動と，各

特別支援学校との居住地校交流の実施 
３ 人権教育の推進 
・道徳科や各教科の授業における指導 
・日常生活における人権意識の高揚を図る指導 
・学級経営等における教職員の率先垂範 
・人権集会の実施 
 

B 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答は，昨年を２ポイント以 
上上回った。 
 
【次年度の方針】 
・思いやりのある行いについて，教師が紹介

したり友達と発表し合ったりする時間を設

け，思いやりの心を広げていく。 
・異学年との交流の場を生かして，思いやり

の心を醸成する。 
・場に応じた言葉遣いや，名前の呼び方等を

指導する。 

教職員 保護者 地域 児童 

97.4 88.1 100.0 90.6 

87.9 93.7 100.0 93.1 

97.2 94.6 97.4 92.4 

Ａ３ 児童は，きまり 

やマナーを守って 

生活をしている。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

85％以上 

１ 基本的生活習慣と規範意識に係る指導 
・「戸祭小良い子のきまり」と「戸祭小ナビ」に

基づく指導の徹底 
・本校の合言葉「けじめ がんばり 思いやり」

の周知の徹底 
２ 生活目標の設定と評価 
・帰りの会での振り返り（児童相互の認め合い）

の実施 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

84.2 91.1 100.0 83.4 

81.8 92.7 100.0 86.9 

93.3 94.0 97.8 89.4 

・児童は，数値指標や昨年度を上回った。 
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教職員肯定的回答 

85％以上 

 

・教職員による週番活動の実施による点検 
・給食時の放送での周知と昼休み等の校内巡回 
  

【次年度の方針】 
・日常生活や道徳科の授業など，あらゆる教

育活動の場できまりやマナーを守って生活

することの大切さを指導する。 
 

Ａ４ 児童は，時と場

に応じたあいさつ

をしている。 

 

【数値指標】 

地域肯定回的答 

85％以上 

教職員肯定的回答 

85％以上 

 

１ 児童会企画委員会による朝のあいさつ運

動の実施（週２回，昇降口と教室前にて） 
・下学年も参加可能なあいさつ運動の展開の工

夫  
２ 中学校と連携した合同でのあいさつ運動 
３ 授業や集会時の語先後礼のあいさつ指導 
４ 教職員による率先垂範 
５ 児童相互や来客，登下校時の見守り等でお

世話になっている人などへのあいさつ指導

の継続 
 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

73.7 81.5 100.0 92.5 

69.7 83.6 90.9 94.5 

88.8 84.8 94.8 94.4 

・教職員・地域ともに昨年度を下回り，教職

員は数値指標も下回った。 
 
【次年度の方針】 
・自分から進んであいさつすること，あいさ

つされたら返すことの両面から指導する。 
・各学級でのあいさつの実践に積極的に取

り組む。 

Ａ５ 児童は，目標に

向かってあきら

めずに，粘り強く

取り組んでいる。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

85％以上 

教職員肯定的回答 

85％以上 

保護者肯定的回答 

80％以上 

 

１ 目標を設定して取り組ませる指導の充実 
・学期始め等に学習・生活目標を立てる指導 
・授業等における児童が達成可能な課題の提示 
・結果だけでなく途中の過程も含め，認め励ま

す指導の充実 
・本校の合言葉「けじめ がんばり 思いやり」

の周知の徹底 
・家庭での学習時間の目安の設定と自主学習ノ

ートの点検 
・体育における検定カードの活用 
・児童が，スモールステップで自己の成長を確

認できる場の設定 
 

B 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

84.2 77.2  88.1 

84.8 78.1  86.9 

93.0 78.2  89.8 

・教職員の肯定的回答はほぼ数値指標と同

様だが，市の平均を下回った。 
 
【次年度の方針】 
・毎日の授業の中で達成した喜びを味わわ

せ，大きな目標につなげる。 
・様々な活動において頑張る姿を認め合う

ことで自己肯定感を高めるとともに，目標

達成までの過程を認め励ます指導の充実を

図る。 
・達成感が味わえるような目標を考えさせ，

検定カードや自主学習の取組につなげる。 
 

Ａ６ 児童は，健康や

安全に気を付け

て生活している。 

 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

85％以上 

教職員肯定的回答 

 85％以上    

１ 運動の習慣化を図る指導の充実 
・外遊びの奨励 
・教科体育の指導の充実 
２ 望ましい食習慣を図る指導の充実 
・集中して食べるためのもぐもぐタイムの徹底 
・食事マナーの指導 
・お弁当の日の実施 
３ 健康的な生活習慣づくりの推進 
・教室の換気やうがい手洗いの徹底 
・新しい生活様式の実践 
・家庭での実践も含めた歯磨きの励行 
４ 安全教育の強化 
・登下校指導の実施（月２回ずつ） 
・校内生活に関する指導（特に雨天時） 

A 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

94.7 91.2 100.0 92.4 

81.8 91.0 100.0 93.6 

95.6 91.7 95.6 94.0 

・児童は昨年同様であったが，教職員の肯定

的回答が昨年を大きく下回った。 
 
【次年度の方針】 
・手洗いについては，限りがある洗い場を各

学年で平等に使えるよう使用場所を分担

し，児童が取り組みやすい環境を確保する。 
・歯磨き指導については，自主的な取組を各

担任から声掛けし，１年生の歯の染め出し

を実施して児童の歯磨きへの意欲を高め

る。 
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 ・昼休みの遊び方のきまりの指導 
・交通安全教室や自転車免許事業の実施 
・災害への備えと適切な行動習得のための多様

な避難訓練の実施 
 

 

・学級活動や道徳の時間における指導と合

わせて，児童が定期的に自分の生活を振り

返る機会を設け，安全に対する意識付けを

図る。 
 

Ａ７ 児童は，夢や目 

標をもって，社会

に貢献できるよ

う努力している。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

80％以上 

教職員肯定的評価 

 85％以上   

１ 「宮・未来キャリア教育」年間指導計画に基

づく指導 
・学級活動等での「宮・未来キャリア・パスポ

ート」の活用・実施 
２ 道徳科や各教科等での校外学習や出前授

業等による社会貢献への意識を高める指導 
・各種事業所での体験活動 
・様々な職業人をゲストティーチャーとして招

くキャリア教育の授業 
・二分の一成人式の実施 
３ 児童会の各委員会，学級会の活性化 
・各委員会活動等による自治的活動の推進 
 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

84.2 77.2  88.1 

84.8 78.1  86.9 

93.0 78.2  89.8 

・教職員の肯定的回答はほぼ数値指標と同

様だが，市の平均を下回った。 
 
【次年度の方針】 
・キャリアパスポートの更なる活用を目指

す。 
・１，２年生の生活科では，地域の方が挨拶

や地域のための清掃等をしていることなど

に気付くことができるようにする。４年総

合では，ゲストティーチャーを迎えて，キャ

リア教育を深めていく。 
・各学級で，係活動や当番活動が活発にでき

るよう指導していく。 
 

Ａ８ 児童は，英語を

使ってコミュニ

ケーションして

いる。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

80％以上 

教職員肯定的評価 

80％以上 

   

 

１ 外国語活動の授業の充実 
・児童の発達の段階に応じた活動や話題の提示 
・十分な音声インプットの確保 
２ 英語専科教員やＡＬＴとの授業外の交流

の実施 
・昼休み等における交流  （交流給食削除） 

・学校行事へのＡＬＴの参加 
・英語や諸外国に関する掲示コーナーの作成 
 

A 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

94.7   84.2 

87.9   90.8 

93.2   90.0 

・児童は昨年度を５ポイント以上上回った

が，教職員は６ポイント以上下回った。 
 
【次年度の方針】 
・本校は外国語科の専科教諭もおり，計画的

に活動がなされているため，今年度の取組

を引き続き実践していく。 
・ALT との交流の機会については，休み時

間等を活用し，更なる充実を目指す。 
 

Ａ９ 児童は，宇都宮

の良さを知って

いる。 

 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

80％以上   

１ 宇都宮市の良さを知る学習の充実 
・社会科の授業等での宇都宮学の指導 
・校外学習による直接的な見聞 
・地域の人たちとの交流活動の実施 
・総合的な学習の時間における「地域の方と仲

良くなろう」等の実施 
・地域の先人を扱った道徳科の授業 
・郷土の行事食等による給食の実施 
 

B 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

78.9 68.1  85.0 

63.6 68.1  84.9 

85.8 68.3  85.8 

・児童の肯定的回答は，数値指標を上回っ

た。 
【次年度の方針】 
・着実に宇都宮学等が浸透していると考え

られる。さらに，「宇都宮学」の指導計画の

もと，各学年において宇都宮市の良さを知

る学習の充実を図る。 
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Ａ10 児童は，ＩＣＴ

機器や図書等を

学習に活用して

いる。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

80％以上 

教職員肯定的回答 

 85％以上 

１ ＩＣＴ機器や図書等を活用した教育活動

の充実 
・パソコン（タブレット）や５０インチディス

プレイ等を活用した授業の実施 
・学校図書館の利用指導の充実と学習情報セン

ターとしての図書館利用の推進 
・市立図書館と連携した教育図書の整備充実 

２ プログラミング的思考と情報活用能力を

育成する指導の充実 
・プログラミングを取り入れた授業の充実 
・低学年からの系統的な授業の実践 
 
 

B 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

92.1 85.5  86.5 

97.0 82.2  87.9 

98.4 83.5  90.7 

・教職員，児童ともに，肯定的回答は数値指

標を上回った。 
 
【次年度の方針】 
・目的に応じて ICT 機器や図書等を効果的

に活用するなど，今後も情報活用能力を高

める学習効果の高い活動を充実させてい

く。 
・市立図書館の積極的利用を行う。 
・学習やコミュニケーションツールとして

の１人１台端末のアプリの活用を高め，授

業に生かしていく。 
・プログラミング的思考と情報活用能力の

育成については，宇都宮市の指導計画のも

と，各学年の授業実践や児童の反応を共有

し，系統的な指導ができるようにしていく。 
 

Ａ11 児童は，高齢者

に対する感謝や

いたわりの心を

もっている。 

          

【数値指標】 

児童肯定的回答 

90％以上 

１ 高齢者とふれあう機会の充実 
・総合的な学習の時間「地域の方と仲良くなろ 

う」で感謝の気持ちを伝える手紙やプレゼン 
ト作りの実施 

・運動会等への招待 
２ 人権教育の推進と豊かな心を育む指導の

充実 
・人権教育年間指導計画に基づく指導 
・本校の合言葉「けじめ がんばり 思いやり」

の周知の徹底 
・道徳科の授業の充実 

B 

【達成状況】 

 
・児童の肯定的回答は，昨年度を上回り，数

値指標も達成した。 
 
【次年度の方針】 
・感染状況を見極め，内容を精選しながら今

年度の取組を継続していく。 
・引き続き，人権教育や道徳科の授業での取

組も充実を図る。 

教職員 保護者 地域 児童 

97.4 88.1 100.0 90.6 

87.9 93.7 100.0 93.1 

97.2 94.6 97.4 92.4 

Ａ12 児童は，「持続

可能な社会」につ

いて，関心をもっ

ている。 

【数値指標】 

教職員肯定的回答 

90％以上 

 

１ 持続可能な社会に関する学習機会の設定

と環境教育の実施 
・総合的な学習の時間「めざせ！ エコマスタ

ー」）や社会科，家庭科等における指導 
・道徳科｢自然愛護」について考える授業の充実 
 

Ａ 

【達成状況】 

 
・教職員の肯定的回答は数値指標を 30 ポイ

ント以上下回った。 
【次年度の方針】 
・数値指標の設定の再考（80％以上）を図

る。 
・「みやエコスクール」を基に，教職員がご 
みの分別や片面印刷用紙の再利用，節電・節 

教職員 保護者 地域 児童 

57.9   85.2 

57.9   86.9 

78.0   88.6 
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水等を率先垂範する。 
・SDGs について，各教科等で理解を深めて

いく。 
・持続可能な社会のために，学校でできるこ

とを委員会活動などで話し合い実施してい

く。 
 

Ｂ１ 児童は，自分の

よさを自覚し，自

身の存在に安心

感と可能性を感

じて生活してい

る。 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

85％以上 

１ 児童の自己肯定感を高めるための教育活

動の推進 

・児童相互に認め合う機会の設定 

・担任だけでなく，全職員で認め励ます指導

の実践 

・自己肯定感を高めるような道徳の授業の実施

と情報交換 
B 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

92.1 81.4 94.4 79.6 

87.9 83.7 100.0 80.1 

    

・教職員からの「褒める」「認める」声掛け

や戸祭の子表彰を積極的に行った結果，児

童肯定的回答はやや上がった。 
 
【次年度の方針】 
・児童相互に認め合う機会を増やすため，授

業時間中の話合い・発表，学級活動の中で互

いのよい所を認め合うような活動を日常的

に設けていく。 
・教職員間で道徳の授業を見合ったり情報

交換したりすることで，指導力向上に努め

る。 
Ｂ２ 児童は，「あり

がとう」の感謝の

気持ちを相手に

伝えることがで

きる。 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

85％以上 

１ 感謝の気持ちをもち，高め，伝えるため

の取組の実施 

・毎月 10 日の「ありがとうの日」の設定 

・投稿された「ありがとうカード」の教師に

よる読み上げ発表（給食時の放送） 

・廊下壁面への「ありがとうカード」の掲示 

・教職員自身の率先垂範 
・異学年交流の場を活用した思いやりの心の

醸成 
 

B 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

92.1 86.7 100.0 91.6 

97.0 90.8 100.0 91.7 

    

・昨年度同様，児童の肯定的回答が数値指標

を上回った。 
 
【次年度の方針】 
・今年度に引き続き，「ありがとうカード」

の掲示や放送での読み上げを行い，児童の

感謝の気持ちを育む。 
・なかよし班活動での異学年との交流を通

して，異学年同士でも感謝の気持ちの醸成

を図る。 
 

目 
 
指 
 
す 
 
学 
 
校 
 
の 
 
姿 

Ａ14 教職員は，いじ

めが許されない

行為であること

を指導している。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

95％以上 

保護者肯定的回答 

80％以上 

 

１ いじめの予防の取組の充実 

・いじめ問題に関する日常的な指導 

・いじめゼロポスターやいじめゼロ標語の実施 

・全校集会での校長講話や「いじめゼロ集会」 

「人権集会」の開催 

・いじめをテーマとした学級活動や道徳科の授 

業実施 

２ いじめの早期発見のための取組 

・「友だちアンケート」「学校生活アンケート」 

の実施，「はあとポスト」「Ｑ－Ｕ」の活用 

・教育相談の実施 

・いじめ等対策委員会の定期的実施と全校体制

の支援の充実 

 

Ａ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

100.0 78.2 100.0 96.3 

97.0 80.9 100.0 98.9 

99.4 82.8 96.6 97.6 

・児童，保護者ともに数値指標を上回った。 
 
【次年度の方針】 
・児童個人の思いや悩みを把握し，いじめの

早期発見に努めるため「友達アンケート」と

「学校生活アンケート」を継続して実施す

る。 
・児童会を中心とした「いじめゼロ集会」や

「人権集会」，いじめゼロ標語の実施等が成 
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 ３ いじめ問題等が生じた際の確実な取組 

・学校いじめ防止基本方針に基づく対応 

・組織的かつ迅速な対応と家庭等との連携 

   

果を上げているので，今後もこれらの取組

を通して，いじめを許さない意識の向上を

図る。 
・いじめをテーマとした学級活動や道徳の

授業の中で，児童同士が互いに支え合える

環境づくりに努める。 
 

Ａ15 教職員は，不登

校を生まない学

級経営を行って

いる。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

90％以上 

保護者肯定的回答 

90％以上 

１ 児童が居がいを感じられる学級の温かい

雰囲気づくり 

・認め励ます指導 

・児童相互の認め合い，支え合い 

２ 新たな不登校を生まないための早期対応 

・「友だちアンケート」「学校生活アンケート」 

の実施，「はあとポスト」「Ｑ－Ｕ」の活用， 

教育相談の実施 

３ 個に応じた支援 

・不登校対策委員会や校内支援委員会の実施 

・当該児童や保護者との信頼関係に基づく電話

連絡や家庭訪問の実施 

・保健室や図書室等における別室登校への対応

など，段階的な支援の計画と適切な実施 

・ＳＣや専門的機関との連携 

・デジタル機器を活用した当該児童や家庭との

交流，連絡 

 

A 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

100.0 83.4  95.7 

100.0 86.8  97.0 

99.2 90.4  96.4 

・児童の肯定的回答は数値指標を大きく上

回った。保護者については昨年度を３ポイ

ント以上上回ったが，数値指標には達して

いない。 
 
【次年度の方針】 
・欠席が続く児童に対する電話連絡や家庭

訪問を行い，家庭との連携を強化する。 
・不登校対策委員会や校内支援委員会を実

施し，不登校の未然防止に努める。また SC
の活用や専門機関との連携により，不登校

に関する情報を家庭に発信していく。 
・児童の実態に応じてデジタル機器を活用

し，登校できなくても学校とつながれる環

境づくりに努める。 
 

Ａ16 教職員は，外国

人児童生徒等の

実態に応じて，適

切な支援をして

いる。 

【数値指標】 

教職員肯定的回答 

80％以上 

 

１ 外国人児童生徒等の支援体制の整備と適

切な指導の実施 

・当該児童や保護者との面談による実態の把握

と支援のニーズに応じた対応 

・日本語指導講師と連携した日本語指導の実施 

・校内支援会議の実施と関係機関との連携 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

100.0    

100.0    

98.7    

 
【次年度の方針】 
・今年度の取組を引き続き継続していく。 
 

Ａ17 学校は活気が

あり，明るく生き

生きとした雰囲

気である。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

90％以上 

保護者肯定的回答 

 90％以上 

 

１ 活気ある学校づくりのための各種取組 

・各種の課題に対する積極的な対応 

・認め励ます教育を中核とした指導と支援 

・児童会活動，行事，集会，学級活動，縦割り

班活動の充実（啓発・広報活動の活性化） 

・各種たよりとホームページによる学校活動の

情報発信 

２ 教職員の率先垂範  

・教職員自身の明るくいきいきとした姿 

・明るく活気のある職員室づくり 

・主要な校務分掌への若手教員の積極的登用 

 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

92.1 91.3 100.0 89.0 

97.0 92.2 100.0 91.0 

97.5 92.6 98.0 91.0 

・児童保護者ともに，数値指標を上回った。 
 
【次年度の方針】 
・戸祭の子表彰や宮っ子表彰を生かした認

め励ます教育を推進する。 
・縦割り班活動や児童会活動を充実させる。 
・教職員からの積極的な声かけやあいさつ

を継続していく。 
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Ａ18 教職員は，分か

る授業や児童に

きめ細かな指導

を行い，学力向上

を図っている。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

95％以上 

 

保護者肯定的回答 

85％以上 

１「主体的・対話的で深い学び」を目指す授業 
 （Ａ１再掲） 
・見通しがもてる「めあて」の提示 
・学び合いを中核とした展開 
・習熟度別学習など，個に応じた指導 
・発問や板書の工夫 
・ＩＣＴの効果的な活用 
・学びをまとめ，振り返る活動の充実 
２ 学習内容の理解・定着を図る指導の充実 

・個に応じた指導の充実 

・各種学習シート等の活用 

・家庭学習ノートの点検，良いノートの紹介 

３ 教職員の指導力向上 

・一人一授業の実践と授業研究の実施 

・自己目標シートにおける目標設定と目標管理 

 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

100.0 77.7  95.4 

100.0 81.0  97.7 

99.0 86.3  97.0 

・保護者の肯定的回答は昨年より上昇した

が，数値指標に達していない。 
 
【次年度の方針】 
・「きめ細かな指導」の具体的なイメージが

伝わるよう，学校だより等の各種たよりや

学校ＨＰ等を活用し，積極的に取り組み状

況を発信する。 
 

Ａ19 学校に関わる

職員全員がチー

ムとなり，協力し

て業務に取り組

んでいる。 

 

【数値指標】 

教職員肯定的回答 

95％以上 

 

１ 多様な専門性を有する各種の学校スタッ

フの活用 

（学校図書館司書・ALT・かがやきルーム指導

員・スクールカウンセラー・特別支援教室担

当・日本語指導講師・学校業務担当等） 

・学校全体としての課題や各種教育活動への全

職員による連携・協力した取組 

 

Ａ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

92.1    

93.9    

96.4    

・数値指標を上回った。 
【次年度の方針】 
・全職員による連携をさらに充実させるた

め，話合いや活動の時間を確保する。 

Ａ20 学校は，教職員

の勤務時間を意

識して，業務の効

率化に取り組ん

でいる。 

 

【数値指標】 

教職員肯定的回答 

85％以上 

１ 勤務時間や職務の効率化への意識の向上

を図るための啓発 

・会議等における職員への繰り返しの周知 

・職務の優先順位の的確な判断に基づく計画的

な職務遂行の促し 

・付き合い残業の一掃 

２ 業務の効率化 

・作成文書の簡略化 

・会議，研修等の勤務時間内の終了 

・校内掲示板，学習情報システム，ポータルサ

イトの有効活用 

・効率化とスリム化の視点からの職務や各種行

事等の見直しと改革の奨励 

・学校活動時間のスリム化を見通した日課の見

直し 

 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

76.3    

72.7    

82.4    

・数値指標を下回るとともに，昨年度を大き

く下回り，課題が見られる。 
 
【次年度の方針】 
・仕事量の適正化，業務の効率化とスリム化

を目指した方策について広く事例を集め， 
即効性のある改善を行う。 
・日課の見直しによる学校活動時間のスリ

ム化を行う。 
 

Ａ21 学校は，「小中

一貫教育・地域学

校園」の取組を行

っている。 

 

【数値指標】 

保護者肯定的回答 

90％以上 

１ 星が丘地域学校園教育ビジョンに基づく

取組 

・学び続ける児童の育成に向けた，児童の自己

肯定感を高める指導の重視 

２ 小中連携の取組の実施 

・各部会，分科会の計画的実施 

・小６児童の中学校訪問 

・中学校教諭による算数と英語の乗り入れ授業 

 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

86.8 81.0 94.7 78.4 

84.8 81.5 100.0 87.5 

93.9 78.9 95.0 84.1 

・保護者は昨年と同様の肯定的回答で，数値

指標に達しなかった。 
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 ・中１生徒に関する中学校側との情報交換 

・養護教諭，事務職員，栄養教諭などの一人職

の職員間の連携と相互支援 

・各教科の授業づくりに係る合同研修の実施 

・学校ＨＰを活用した「小中一貫教育・地域学

校園」の取組についての広報活動 

 

【次年度の方針】 
・数値指標の再考（85％以上） 
・星が丘地域学校園での一人職の連携と相

互支援を今後も充実させていく。 
・HP や各種たより，さくら連絡網等を通し

て，小中一貫教育，地域学校園の取組に関す

る広報活動の充実を図る。 
 

Ａ22 学校は，地域の

教育力を生かし

た特色ある教育

活動を展開して

いる。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

80％以上 

１ 戸祭小地域協議会を生かした地域と共に

ある学校づくりの推進 

・児童の安全確保や授業支援における学校支援

ボランティアの積極的活用 

・地域の安全点検活動への参加協力 

２ 地域の教育資源を活かした活動の実施 

・生活科や総合的な学習の時間等における，地

域の店舗や事業所，地域人材を活用した学習

活動の実施(校外学習，出前授業) 

・幼稚園保育園，中学校，地域の高齢者，聾学

校との交流活動の実施 

 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

94.7 82.1 100.0 85.2 

90.9 85.9 100.0 86.2 

98.1 88.0 96.1 90.7 

・児童の肯定的回答は，数値指標を上回っ

た。 
 
【次年度の方針】 
・学校支援ボランティアの活用をさらに充

実させていく。 
・地域の教育資源と状況に応じた交流がで

きるよう活動内容を見直し，可能なものを

確実に実施する。 
 
 

Ａ23 学校は，家庭・

地域・企業等と連

携・協力して，よ

りよい児童の育

成に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

80％以上 

１ 戸祭小地域協議会を生かした地域と共に

ある学校づくりの推進（Ａ２２再掲） 

・児童の安全確保や授業支援における学校支援

ボランティアの積極的活用 

・地域の安全点検活動への参加協力 

２ 地域の教育資源を活かした活動の実施 

 （Ａ２２再掲） 

・生活科や総合的な学習の時間等における，地

域の店舗や事業所，地域人材を活用した学習

活動の実施(校外学習，出前授業) 

・幼稚園保育園，中学校，地域の高齢者，聾学

校との交流活動の実施 

３ 保護者・ＰＴＡとの日常的な連携 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

94.7 82.1 100.0 85.2 

90.9 85.9 100.0 86.2 

98.1 88.0 96.1 90.7 

・児童の肯定的回答は，数値指標を上回っ

た。 
【次年度の方針】 
・学校支援ボランティアの活用をさらに充

実させていく。 
・地域の教育資源と状況に応じた交流がで

きるよう活動内容を見直し，可能なものを

確実に実施する。 
 
 

Ａ24 学校は，利用す

る人の安全に配

慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

教職員・保護者・地域

の肯定的回答 

 80％以上 

１ 施設整備の整備 

・迅速な修理修繕体制の確立 

・安全点検の実施（毎月） 

・安全点検による修繕箇所の即座の対応 

・看板やポスター等による危険箇所の周知 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

100.0 91.0 100.0  

100.0 87.8 100.0  

98.8 90.9 99.0  

・保護者地域ともに，数値指標を上回った。 
 
【次年度の方針】 
・安全点検の実施状況を学校ＨＰ等の広報

手段を活用して積極的に公開していく。学

年だよりの月間予定に安全点検実施日も入

れ，学校の取組を広く周知する。 
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・教職員の肯定的回答の割合が例年 100％
のため，数値目標を見直す。 
 

Ａ25 学校は，学習に

必要なＩＣＴ機

器や図書等を整

えている。  

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

70％以上 

１ ＩＣＴ機器の適切な管理と活用 

・５０インチディスプレイ，パソコン，実物投

影機，デジカメ等の整備と日常的な活用 

・効果的な活用に関する職員研修の充実 

２ 読書センター及び学習情報センターとし

ての図書室の整備 

・教育課程や地域の特性を考慮した図書購入 

・情報の探し方や使い方に関する日常的指導 

・新聞の購読と活用 

・図書館の図書や資料を用いた授業の実践 

 

B 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

92.1 85.5  86.5 

97.0 82.2  87.9 

98.4 83.5  90.7 

・児童は数値指標を上回り，昨年度よりさら

にった。 
 
【次年度の方針】 
・実施状況を鑑み，次年度の数値指標を再考

する。 
 

本

校

の

特

色

・

課

題 
等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ３ 先生は，自分の

よいところを見

つけて，ほめてく

れる。 

 

【数値指標】 

児童肯定的回答 

85％以上 

 

１ 児童のよさや努力を認め励ます指導の推

進 

・担任だけでなく全教職員による認め励ます指

導の日常化 

・児童が相互に認め合う機会の設定 

・児童のよさや努力についての教職員相互の伝

え合い 

・保護者への積極的な連絡 

・児童の作品（掲示物）への肯定的コメント 

・児童のよさや努力について，保護者や地域と

の共有を目指した学校ＨＰの活用 

 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員 保護者 地域 児童 

100.0 87.0 100.0 90.8 

100.0 87.9 100.0 92.6 

    

・児童の肯定的回答が昨年度や数値指数を

上回った。 
 
【次年度の方針】 
・児童の情報を職員間で共有し，担任以外の

教職員からの称賛も担任を通して児童に伝

えるなど，全職員で児童のよさや努力を認

め励ます指導を継続して推進する。 
・教職員が児童のよさや努力の過程を具体

的に称賛し，児童同士が互いのよさを認め

合えるような学級経営を実践する。 
 

Ｂ４ 学校は，安全面

の危機管理に，高

い意識をもって

取り組んでいる 

【数値指標】 

保護者の肯定的回答 

80％以上 

１ 児童への安全指導の充実 

・毎月安全の日を決め，パワーポイント資料を

活用した安全に関する話の実施 

・安全の日の学年だより等への掲載による啓発 

・登下校指導の月２回の実施 

・「ゴジ（ヨジ）ヘルボー」（５時の帰宅・ヘル

メット・防犯ブザー）を合言葉に日頃の指導 

・実践的な避難訓練の実施（予告なし訓練） 

２ 保護者・地域の協力による見守り活動 

・ＰＴＡによる下校時の巡回活動 

・学校支援ボランティアによるプールの見守り 

 

Ａ 

【達成状況】 
 
教職員 保護者 地域 児童 

97.4 84.5 100.0 97.1 

93.9 82.9 100.0 98.8 

    

 
・数値指標には達しているが，保護者や教職

員の肯定的回答は，昨年度を下回った。 
・学年だより等での「安全の日」の周知は未

実施であった。 

 

【次年度の方針】 
・「安全の日」や学校での感染症対策の内容，

避難訓練の実施状況を学校ＨＰや学年だよ

り，さくら連絡網等を通して，積極的に公開

していく。 
・引渡し訓練を全学年実施し，万が一の際に

備えるとともに，保護者が訓練の様子を直

接見る機会を設ける。 
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〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 今年度いずれの評価者も数値的指標と同等以上を達成したものは，２９項目中１８項目であった。特に評価が高かったの

は，Ａ１「児童は進んで学習に取り組んでいる」，Ａ１７「学校全体に活気があり，明るくいきいきとした雰囲気である」，

Ｂ２「児童は感謝の気持ちを相手に伝えることができる」で，いずれの評価者も９０％以上が肯定的に回答していて，昨年

度と比較しても同等以上の数値であった。本校が，今年度は主体的に考え行動する児童の育成や，同僚性を生かした教師自

身の学び合いによる授業力・指導力の向上に取り組んできたことや，「けじめ・がんばり・おもいやり」の合言葉の下，児童

を認め励まし自己有用感を育む指導の充実に努めてきたことなどが成果となって現れた結果であると考える。また，「ありが

とうカード」を活用して他者への感謝の気持ちを表現する取組を定期的に奨励し，温かな学級・学校風土の醸成に努めてき

たことや，「心の教育」の推進を行ってきたことなども要因となっていると考えられる。 
 反対に，数値目標に達しなかったり昨年度の肯定的回答を大きく下回ったりしたのは，Ａ９「児童は，宇都宮の良さを知

っている」，Ａ１２「児童は『持続可能な社会』に関心をもっている」である。宇都宮市の良さについては，「宇都宮学」の

一層の指導の充実に努め，自分たちが住む宇都宮の良さを紹介したり児童自身に気付かせたりする活動を工夫することで，

理解を深めていく必要がある。また，これからを生きる児童自身が，未来を見据えて環境保全や平和の重要性を実感し，身

近なところから自分たちにできることに前向きに取り組めるよう，主体的に学び社会課題について自ら考え行動できる児童

の育成に努める必要もある。 
今年度は，様々な学校生活において児童の自己肯定感を高める工夫を意識して指導してきたが，Ｂ１「児童は，自己肯定

感をもって生活している」については，児童の肯定的回答は昨年度を０．５ポイント上回ったものの，依然として目標指数

には達していない。今年度の取組状況を再分析し，教職員全体で指導の評価・改善を行い，自己肯定感のさらなる醸成を目

指して取り組んでいきたい。 
 
７ 学校関係者評価 

・Ａ４「児童は，時と場に応じたあいさつをしている」については肯定的回答が昨年を下回っているが，コロナウイルス感染

症の影響もあってか，家の前を通る児童のみならず，街全体として以前とは様子が変化しているように感じる。まずは大人が

しっかり範を示し，児童の意識を高める必要がある。 
・Ａ９「児童は，宇都宮の良さを知っている」については，学校で取り組んでいる指導内容について，保護者等に詳しく知

らせる機会を設けてはどうか。 
・Ｂ１「児童は，自分のよさを自覚し，自身の存在に安心感と可能性を感じて生活している」については，それぞれの児童

に対し，些細なことであっても認め称賛する言葉かけを，教師を含め様々な立場の人が継続して行うことが必要であると考

える。また，保護者も，自分の子どもに対しては全面的に認め励ます姿勢が大切である。周囲の大人のこうした取組を通し

て，困難に直面しても折れない児童を育成することができるのではないか。 
 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
今年度は，新型コロナウイルス感染症にも十分配慮しながら学校教育の在り方を工夫してきたことで，今まで中止・縮小

してきた学校行事等を含め，学校の特色を生かした様々な教育活動にも少しずつ取り組めるようになってきている。学校の

内外に児童や保護者・地域住民の笑顔が戻ってきてともに充実した時間を共有できたことは，学校としても大きな喜びであ

る。 

今後，感染症の終息状況によっては各種制限が撤廃されることも予想される。しかし，すべての学校での取組をコロナ以

前に単純に戻すのではなく，この３年間の制限期間で得た教訓を生かし，実施の意義や児童への教育的効果等を十分考慮し

たり，今日的課題に対応するため新たな方針等を決定したりしたうえで，本校の取組を再編成していく時期にあると考え

る。次年度は，各項目それぞれの反省や検討事項を生かしながら，様々な取組を積極的に行い，児童・保護者・地域・教職

員が一体となった安定した学校づくりに励んでいきたい。 
 


